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［今月の聖句］

①

「輝かそう、あなたの光を」ウルリック・ラウリドセン（デンマーク）国際会長
利根川恵子　（川越） 「変革のための光となろう」 アジア太平洋地域会長

「未来のために今、学びと気づきを！
未来のために、自信を育み、真の喜びに出合う！」」

東日本区理事 山田公平　（宇都宮）

「よい結果をもたらす心の安定と考える力」あずさ部部長 森本俊子（長野）

甲府21クラブ会長 小澤公紀 「みんな一緒に、1 つの目標（YMCA の支援）に向かって行動しよう」
戦略 2032

2023 年 8月 1日（火）発刊

８月巻頭言

◆2022-2023年度　主題◆

《8月の誕生者》

＜メン＞
輿水 順雄（8/6）駒田 勝彦（8/6）　藤原 琢也（8/7)　
平賀 佳雅（8/23) 小野 興子（8/27）　飯田 剛 （8/30）

「だから、明日のことまで思い悩むな。明日のことは明日、自らが思い悩む。
その日の苦労は、その日だけで十分である。」
マタイによる福音書６章３４節　　　　　　　　　　　　　［選者］荻野　清

いよいよ 7 月も終わり本格的な夏の
到来です。毎日、35 度を超える日
が続いておりますが、無理をなさら
ず酷暑の夏を過ごされるようお願い
致します。（他人事ではありません
が！）
さて、先日（7/27）新年度最初の
CS、Y サ事業の一環でもある「ふく
ろうキャンプ」のカレー作りお手伝

いに参加して、元気な子供たちと一緒に楽しんできました。
当日は天気にも恵まれ、標高約 1400M の「八ヶ岳少年
自然の家」は快適な涼しさで、盆地の暑さを忘れさせてく
れました。
子供達と一緒に出来たてのカレーを頬張りながらお喋りを
し、このような触れ合いの中で子供たちの本音も垣間見
れ、私達大人の健康を気遣って肩をたたいてくれるなど、
他人へのおもいやりを見せてくれる子もおりました。
私たちワイズの活動の中で今回改めて気づかされたのは、
私たちは子供やユースの若い人たちの為に “何ができる
のか、何をすればよいのか”という自問の答えの一つに「世
代を超えた触れ合い（交流）の場」を作ることの大切さ
ではないか、という事です。そして私たちはその場で私た
ちの意見を述べるのではなく、若者たちの意見や考え方
を聞いて一緒に考えることで、未来の山梨を、そして日本を、
ひいては世界を、より良い方向へ導く手助けが出来るので
はと考えます。そう、未来を創るのは若者だからです。
今年度の重点実行目標の一つである、ユースメンバーの
例会参加の呼び掛けを積極的に行います。たくさんのユー
スの方々との交流の中で、そのような関係が築ければ
「ALL for ONE」の趣旨にもかなうものと思います。
会員の皆様の更なる “積極的例会参加” をお願い致しま
す。

会長　小澤公紀

［敬称略］

2023年８月第一例会プログラム



②⑥

日時　2023 年 7月27日
会場　山梨県立八ヶ岳少年自然の家

久しぶりの YMCA ふくろうキャンプ支援はキャ
ンプ 2 日目の昼食のカレー作リを子供たちとの
共同作業で約 4０人分のカレー作りをしました。
ワイズメンと子ども達の心もとない包丁捌きで
野菜の皮むき、刻みやカマドの火起こしをワイズ
の指導を受けながらの作業で炊飯の準備をし
ご飯、カレーが無事仕上がり全員で昼食を楽し
みました。施設から借用した炊事器具を綺麗に
洗い上げ作業終了。そのまま炊事場にて第二例
会を行い14時頃解散となりました。お疲れ様。
5 名のメネットの皆様と13 名の会員のご協力に
感謝いたします。

◇山梨 YMCA のユース支援の為に、新しいぶ
どうファンドの実施を致します。
甲府２１内田さんのご協力を得て、シャインマス
カット＆巨峰（いずれも種なし）のセットでの提
供です。本体 5,000 円・送料 900 円（いずれ
も税込）での実施。
ご注文は、チラシ裏面にご記入の上、フルーツ
王国事務局へFAXもしくはHPからどうぞ。
https://forms.gle/7nsQYDVpjpHsRoiQ9

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 8月号

書記　寺田喜長

第２例会報告 ぶどうファンドスタート

目標値
7月の合計
7月末迄累計
達成率

250,000
47,700
47,700
19.1％

100,000
0
0
0％

50,000
0
0
0％

400,000
47,700
47,700
11.9％

項目　　　　　ニコニコ　　バザー　　クリスマス　　トータル

［会計報告］ 2023 年 7月末現在NEW

《 7月キックオフ例会の出席者》
会員数 　　
例会出席者
ゲスト参加者
メネット
総出席者数
出席率

42名
30名
4名
3名
37名
71.4％71.4％

ゲスト：森本様、長谷川様、福田様、風間様

8月１日（火）　　ふどうファンドスタート（9月１０ 
  　日まで）
８月２２日（火）　第２例会　１８時半

９月９日　（土）　第１例会　ぶどう棚例会（勝沼
ぶどうの丘）　

９月１９日（火）　第２例会　１８時半

９月３０日～１日（土日）　ユースボランティア・リー
ダーズフォーラム

今後の予定



③

2023年度キックオフ例会報告
日時　 2023 年 7月4日（木）18:30~
会場　山梨YMCAｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
 ３F「ベテル」

書記　寺田　喜長

　森本あずさ部長の公式訪問に長谷川あや子
書記にもご臨席を頂き、クラブの拠点である山
梨 YMCA を会場に 2023 年度のキックオフ例
会が開催されました。小澤公紀新会長が体調
不良にて急遽欠席されましたが輿水順雄副会長
のもと、滞りなく開催されました。飯田前会長
の最後開会点鐘、挨拶にて開会、森本あずさ
部長の挨拶と、部長指導にて2班に分かれて「富
士の山」と「春が来た」の輪唱にて会場が一
つとなりました。総会では事業報告、会計報告、
新役員が承認され、会長代行の輿水副会長議
長にて新年度事業計画、予算案が承認され、
総会終了。
　続いて薬袋 EMC 委員長の進行、杉田ワイズ
の奏楽にて末木咲子さんの入会式を行い新しい
仲間をお迎えしました。マスクを外して笑顔での
恒例の記念撮影に全員収まり第一部を終了。
赤根ワイズの司会にて懇親会に移行、通常例
会会場での飲食に戸惑いながらも交流を深め、
今月の誕生者をお祝いし、昨年度の東日本区
理事、役員、及びクラブ役員への感謝セレモニー
にて花束、記念品の贈呈を致しました。ユース
活動支援強化を掲げる中で、山梨YMCAのりー
ダーの風間奈月さんに出席頂き若者との交流も
有る中、定刻に輿水副会長の閉会点鐘にて閉
会。

＜第 1回あずさ部評議会報告＞

副会長　輿水順雄
　7 月 15 日（土）高尾の森わくわくビレッジで
新年度第 1 回あずさ部評議会が開催されまし
た。甲府クラブ 7 名、甲府 21 クラブ７名、甲
府やまなみクラブ 4 名は YMCA のバスで現地
へ向かいました。バスの中で楽しく交流をしてい
る間に、現地到着。美味しいお弁当を食べて、
いざ評議会へ。
「未来のために今、学びと気づきを！評議会」が
キャッチフレーズ。あずさ部から総勢 56 名が集
まり、にぎやかに開催されました。森本俊子部
長方針、事業主査活動方針、クラブ部長から
の活動方針などが発表されました。甲府 21 か
らは 2 名の発表があり、ユース事業主査の水越
正高さんは「クラブの若返りのためには、ユース
への支援や関係強化が必要」、小澤公紀会長
は「交流を楽しみながら、YMCA 支援のため
に奉仕活動を」と語った。
　総会後に東日本区理事山田公平さんの講演
「2023-24 年度方針と計画」がありました。「ユー
スアクションをワイズの看板に」、「YMCA と共
に社会的課題に取り組む」などが重要ではない
かとの問いかけがありました。そうした中で８つ
の具体的目標が示され、それについてのワーク
ショップが 7 グループに分かれて開催され有意
義な時間をもつことができました。

甲府 21 クラブ参加者＝小澤公紀、輿水順雄、
寺田喜長、山口了、水越正高、野々垣健五、
平賀佳雅　以上 7名

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 8月号



④

「街角にささやかな灯を」
溝口　さと子

ここは昔常盤町一丁目１番地でした。
時は流れ中央一丁目一番地となりました。冬至
は甲府の中心部で大変繁華な通りでした。とこ
ろが時の流れと共に大型ショッピングセンターの
完成と共に、郊外へと人の流れは移っていきま
した。
この度岡島デパートの縮小移転にともない閉館
し、残されたこの街は見事なくらい閑散とした状
態になりました。
私の所は明治２７年よりこの地で甲府凮月堂の
のれんをかけ営業を続けて参りました。
私の代になりそれと同時に女性のファッションを
扱う “ブティックふうげつ” という店を岡島の１
階に開業して約５０年ほど営業しておりました。
今この街の行く末を考えるにつけこのまま沈んで
行く様を見たくない。
６年後完成の再構築計画はあるもののそれまで
何とか持ちこたえる街にしておかなければ。
当年で８３歳の私に “ちょうど潮時。もう楽をし
たら” という友人もいましたが、私も夫も体力、
気力とも充分とはいえないまでも、まだ元気な内
にもうひと頑張りしよう、と決意しました。幸い
にも私どもの扱っている商品に熱心なファンの方
もいて下さいまして背中を押して下さいました。
あと６年がんばり、再開発完成を見届けて････。
これが今の私達の目標です。
ロータリークラブ、ワイズメンで奉仕という言葉
を繰りかえし教えられました。
私が今出来る奉仕は甲府のこの街角に小さいな
がらも灯りをともし続けることです。

甲府 21ワイズメンズクラブ　ブリテン　令和 5年 8月号

ペンリレー ◆YMCA便り◇

「山梨の夏」
総主事　中田　純子

毎年７月に入るとチャイルドケアスタッフの足音
に変化が生れ、私の耳はその足音を追う耳へと
変化します。
山梨 YMCA のチャイルドケア事業では放課後
を預る事業が多く、こども達の通う学校が夏休
みを迎えると家庭にかわり彼らの大切な夏を預
かることになります。子どもの笑顔を思い描きな
がら、人数把握、スタッフ配置、プログラム計
画とスタッフ会を重ね準備を進めていくスタッフ
たちがおります。いよいよ夏休みと心弾ませる頃
になる前日、守られる日 を々信じて力強く、心静
かに歩く姿へと変化していくのです。その姿を思
い描きながら彼らの足音を聞くと頼もしく、私に
安心を与えてくれるのです。
７月２１日いよいよ夏が始まりました。昨年のコ
ロナ禍の夏休みから一転、今年度の利用人数
の多さに驚き、制限のない日々の子どもたちの
姿にパワーを感じる毎日です。そのパワーが私
たちをより一層高めてくれると実感しています。
ワイズメンズクラブの皆様には児童発達支援事
業のキャンプのお手伝いをして頂くことになって
います。こどもの成長だけでなくスタッフの頑張
りにも注目して頂き、YMCA をお支えいただい
ますようお願いいたします。
また、総主事として夏の終わりを迎えるスタッフ
の足音に耳を立てながらこの夏が豊に守られる
ように祈りを捧げます。

2023 年 7月27日八ヶ岳ふくろうキャンプ


